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はじめに

宮津と舞鶴の間で日本海に注ぐ由良川の源流，京都府
南丹市美山町芦生（元北桑田郡知井村）にある京都大学
芦生研究林はこの源流域に約 4,200 haの面積をもち，北
は杉尾峠（744 m），三国峠（776 m）につながる尾根で
福井県大飯郡おおい町，東は三国岳（959 m），天狗峠（920 
m）につながる尾根で滋賀県高島市朽木・京都市左京区
久多，南は小野村割岳（932 m）から佐々里峠（833 m）
につながる尾根で京都市左京区広河原と接し，西は田歌
山からヒツクラ谷で美山町田歌に接する．この中にブナ
ノキ峠（939 m），傘峠（935 m），八宙山（874 m）の尾
根が横たわる．由良川はこの中を「コ」の字のように曲
がって流れ，西南の隅から流れ出す．三国峠が若狭・丹
波・近江の境，三国岳が近江・丹波・山城の境で，京都
府下第 3位の標高である．
地形は丹波高原の一部として全体として準平原状をな
し，標高もほぼ同じであるが，谷は急峻で至るところに
絶壁・滝がある．地形はきわめて複雑である．逆に，登
山者には知られた地域で，森本次男「京都北山と丹波高

原」（1938, 1965），住友山岳会「近畿の山と谷」（1941），
金久昌業「京都北山」（1970）などで由良川源流域の遡
行ルートが紹介された．同時に，渓谷のすばらしさも評
価され，今西錦司・井上靖（監修）「日本の湖沼と渓谷
10 近畿」（1987）でも紹介された．
研究林事務所のある芦生（標高 355 m）での観測では

年平均気温は 11.7 0C，年平均降水量は 2,353 mm，最低
気温はマイナス 19.5 0C ，最深積雪量は 190 cmが記録
され，最上流部にある長治谷作業所（標高 640 m）では
最深積雪 315 cmが記録されている．地質は中・古生層
の丹波帯に属し，基岩は頁岩を主としチャートや砂岩を
含んでいるとされる．
1921 年（大正 10 年），京都大学は旧知井村九ヶ字共

有林の一部，約 4,200 haを森林・林業の学術研究・実
地演習を目的に 99 年間の地上権設定により租借した．
農学部の設置（1923 年）以前に地上権設定がなされて
いたことからも，農学部設置のための財産林としての性
格をもっていたことがわかる．1924 年，農学部附属演
習林の発足に伴い芦生演習林となり，主として林学科の
研究教育，とくに実習のために利用された．2003 年，
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組織改組により京都大学フィールド科学教育研究セン
ター森林ステーション芦生研究林となった．
貴重なブナ林が残され，植物相の豊富なところとして

知られ，その多様な植物相に支えられて，たくさんの動
物の新種がこの芦生から記載されている．芦生を基産地
（Type locality）とする種にどんなものがあるか，興味を
もって調べてみたところ，クモ類 16 種，甲殻類 2 種，
昆虫類ではコメツキムシ 11 種，カミキリムシ 2種など，
58 種もの新種が記載されていることを知った．
芦生からこのようにたくさんの新種が記載されている

こと，生物多様性ホットスポットであることを知ってい
ただきたい．それは今後の芦生研究林の利用にも参考に
なるはずである．

植生・植物相

研究林内の植生は標高 600 mで大きく変わる．600 m
以下ではウラジロガシ，ツクバネガシに，イヌブナ，テ
ツカエデなどがまじり，600 m以上では谷部・渓流沿い
にはトチノキ，サワグルミを主にカツラ，チドリノキな
どが混じり，斜面下部はブナ，ミズナラ，ミズメが優占
し，斜面上部・尾根部ではスギ，リョウブ，ソヨゴ，ネ
ジキ，クロソヨゴなどが優占する．芦生の植生は（1）「ブ
ナ -チシマザサ群集，aホンシャクナゲ亜群集，bアセ
ビ亜群集」，（2）「ブナ -クロモジ群集」，（3）「トチノキ
-ジュウモンジシダ群集」，（4）「ツガ -クロソヨゴ群集」，
（5）「ウラジロガシ -ヒメアオキ群集」に区分している．
東京帝国大学理学部教授でのちに国立科学博物館長を

された中井猛之進は「植物研究雑誌」17 巻 5 号（1941）
に当時の芦生演習林を視察して「植物ヲ学ブモノハ一度
ハ京大ノ芦生演習林ヲ見ルベシ」と紹介し，竹内敬は「京
都府植物誌」（1962）で芦生での植物採集記を書かれ，
京都府下ではここにしかない植物がたくさんあることを
述べた．
芦生研究林の植物の種数については，岡本省吾「芦生

演習林樹木誌」（京都大学演習林報告 13 号）（1940）で
は木本植物 238 種，双子葉植物の草本 350 種，単子葉植
物草本 164 種シダ植物 85 種を加え 837 種を記録してい
る．渡辺弘之は「京都の秘境　芦生」（増補版）（1976）
ではその後確認されたものを加え，882 種とした．Yasuda, 

S. & E. Nagamasu（安田佐知子・永益英敏 1995）はこ
れまでの記録を検証，さらに保存されている標本を調べ
て研究林内の植物の種数を針葉樹 11 種，単子葉植物
190 種，双子葉植物 600 種，計 801 種，7 亜種，12 型と
した．
植物としては，この芦生からアシウスギ（アシオスギ），

アシウテンナンショウ，アシウアザミが新種・新変種と
して記載され，ゼンテイカ（ニッコウキスゲ），ツリシュ
スラン，モミジチャルメルソウなど分布上，貴重なもの
がたくさんある．「京都府レッドデータブック　野生生
物編」（2002）では掲載された野生生物種（亜種・変種
を含む）は動物 722 種，植物 802 種，菌類 72 種とし，
そのカテゴリーは絶滅種 100 種，絶滅寸前種 393 種，絶
滅危惧種 415 種，準絶滅危惧種 353 種，要注意種 335 種
となっている．京都府下では芦生にだけ分布が確認され
ていたものの，その後，記録されず，絶滅したと考えら
れる絶滅種がコマルクビゴミムシ，ルリカミキリモドキ，
ニセハムシハナカミキリ，ブチヒゲハナカミキリ，アサ
カミキリの 5種ある．絶滅寸前種はミズラモグラ，クロ
ホオヒゲコウモリなど 5種，鳥類はイヌワシ，ブッポウ
ソウなど 4種，昆虫類では 23 種，コケ類 14 種，シダ類
3種，種子植物 14 種など 63 種があげられている．少な
くとも，絶滅危惧種になれば 87 種が，準絶滅危惧種に
なれば 79 種が芦生に分布・生息する．京都府下では芦
生にしか分布・生息しないものがたくさんあるというこ
と，生物多様性のホットスポットであることが理解でき
る（渡辺　2008）．
この豊かな自然が認められ朝日新聞社・森林文化協会

から「日本の自然 100 選」（1983）に，京都府の「京都
の自然 200 選」に選ばれ，日本昆虫学会（2000）では「昆
虫類の多様性保護のための重要地域」の一つに指定した．
先の京都府レッドデータブック（2002）では「地域生態
系保存地域」として指定している．
この森林を一般向けに紹介したものに，全国大学演習

林協議会（編）「森へゆこう，大学の森のいざない」，池
内紀「日本の森を歩く」，日本の森制作委員会（編）「日
本の森ガイド 50 選」，福嶋司「いつまでも残しておきた
い日本の森」，草川啓三「芦生の森を歩く」，「芦生の森
に会いにゆく」，石橋睦美「日本の森　西日本編」，
DVDでは谷口正一「芦生原生林」などがあり，北本廣
次「樹木彩時季」，桂俊夫「京・北山四季賛歌」，広瀬慎
也「芦生の森」，「芦生の森 2」，「由良川源流の森　芦生
風刻」，山本卓蔵「芦生の森」などのすばらしい写真集
がある．毎日新聞社（編）「日本の秘境」（1961），日本
交通公社「全国秘境ガイド」（1967）で紹介されたとこ
ろでもある．

芦生を基産地（Type locality）として
新種記載された動植物

新種として学名の基準に指定された標本（タイプ標本）
のうち，学名の基準となる単一の標本を正模式（正基準）
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標本（Holotype）といい，正模式標本とちがう性の標本
を別模式標本（Allotype）という．一つを正模式標本と
指定した場合，残りの標本は副模式（従基準）標本
（Paratype）とされる．新種記載時に命名者が複数の標
本を使用し，正模式標本を指定しなかった場合，そのす
べてを等価基準標本（Syntype）という．タイプ標本と
されるものもこのように区別される．
芦生から新種記載された標本にも正模式標本

（Holotype），別模式標本（Allotype），副模式標本
（Paratype），等価基準標本（Synetype）があるが，いず
れも貴重な標本であり，博物館などに保存されている．

植物
アシウスギ（アシオスギ） Cryptomeria japonica D. Don 
var. radicans Nakai , 1941

 中井猛之進：植物ヲ学ブモノハ一度ハ京大ノ芦生演
習林ヲ見ルベシ

 植物研究雑誌　17, 5, （1941）
アシウアザミ　Cirsium ashiuense Yokoyama, S. et T. 
Shimizu, 1996

 Holotypes, Isotypes Ashiu, 5.XI.1993, Yamashita, M., 

S. Yokoyama et T. Shimizu（採集　山下水緒・横山
俊一・清水建美）

アシウテンナンショウ Arisaema ovale Nakai , 1935
 Ashio, 15.V, 1933, S.Okamoto（採集　岡本省吾）

キノコ類
フウセンタケ科
ツバフウセンタケモドキ Cortinarius subarmillatus 
Hongo, 1964

 Ashiu, Miyama-cho, 28.IX.1963, T. Hongo（採集　本
郷次雄）

動物
クモ綱
ナラヌカグモParhypomma naraense（Oi, 1960）（= 
Mithoplastoides naraensis）

 Holotype ♂ , allotype ♀ , Paratypes many ♂♀ , 

Ashifu, 31.V., -1.VI. 1958, R. Oi（採集　大井良次）
ズキンヌカグモGongylidioides cucullatus Oi, 1960 
 Holotype ♂ , Allotype♀ , Paratypes, many♂♀ , 

Ashifu, 31.V.-1.VI. 1958, R.Oi（採集　大井良次）
ホソテゴマグモPseudomicargus acuitegulatus（Oi, 
1960）（=Micrargus acuitegulatus）

 Holotype♂ ,  Allotype♀ , Ashifu, 12.X.1958, R.Oi（採
集　大井良次）

ノコバヤセサラグモ（ノコバヤセグモ）Lepthyphantes 
serratus Oi, 1960

 Holotype ♂ , 2♂ subadult, Ashifu, 11.X.1958, R.Oi（採
集　大井良次）

ヤセサラグモ Lepthyphantes japonicus Oi, 1960
 Holotype ♀ , Allotype ♂ , Ashifu, 11-12.X.1958, R.Oi

（採集　大井良次）
アシュウヤミサラグモArcuphantes ashifuensis（Oi, 
1960）（=Fusciphantes ashifuensis）

 Holotype ♂ , Paratype ♀ , 2 unadult ♂ , Ashifu, 

11-12.X.1958, R.Oi（採集　大井良次）
クロテナガグモ Bathyphantes robustus Oi, 1960
 Holotype ♀ , Allotype ♂ , Ashifu, 31.V.1958, R.Oi（採
集　大井良次） 

コケシグモNippononeta minuta（Oi, 1960）（=Meioneta 
minuta）

 Holotype ♀ , Ashifu, 11.X. 1958, Paratype 1 ♀ , Ashifu,

 1.VI.1958, R.Oi（採集　大井良次）
ムネグロサラグ Neriene nigripectoris（Oi, 1960）
（=Neolinyphia nigripectoris）

 Holotype ♀ , Allotype♂ , Ashifu, 9. VIII. 1958, R.Oi

（採集　大井良次）
ヤガスリサラグモNeriene albolimbata（Karsch, 1878）
（=Linyphia pennata）

 Holotype♀ , Ashifu, 31.V. 1958, Paratypes 7 ♀ , 1 
subadult, Ashifu, 9.VIII. 1958, R.Oi（採集　大井良次）

シバサラグモNeriene herbosa（Oi, 1960）（=Linyphia 
herbosa）

 Syntypes 5 ♀♀ , Ashifu, 1.VI.1958, R.Oi（採集　大
井良次） 

コシロブチサラグモNeriene marginella（Oi, 1960）
（=Prolinyphia marginella）

 Syntpe 1 ♀ , Ashifu 30.V.-1.VI.1959, R.Oi（採集　大
井良次）

デーニッツサラグモDoenitzius peniculus Oi, 1960
 Paratypes, ♂♀ , many,  Ashifu, 12.X. 1958, 1 ♂ , 

Ashifu, 9.VIII.1958, R.Oi（採集　大井良次）
ツリサラグモNeriene japonica（Oi, 1960）（=Neolinyphia 
japonica）

 Paratypes ♀♂ ,  Ashifu , 1. VI. 1958, R. Oi（採集　大
井良次）

ハシグロナンキングモNeserigone nigriterminorum（Oi, 
1960）（=Erigonidium nigriterminorum）

 Paratypes 3♂ , 1 ♀ , Ashifu. 31.V.-1.VI. 1958, R. Oi（採
集　大井良次）

ザラアカムネグモAsperthorax communis Oi, 1960
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 Paratypes 4 ♂ , 2 ♀ ; Ashifu, 12. X. 1958,  R. Oi（採
集　大井良次）

甲殻類等脚（ワラジムシ）目
フナムシ科
ニホンチビヒメフナムシ Ligidium paulum Nunomura, 
1976

 Allotype 1 ♂ , Paratype 9 ♂ ♂ , Holotype ♀ , 

Paratype 11 ♀♀ , Ashu, IX, 1975, Jiro Tsukamoto（採
集　塚本次郎）

トウヨウワラジムシ科
アシュウハヤシワラジムシ Lucasioides ashiuensis 
Nunomura, 2010

 Holotype1 ♀ , Paratype1 ♀ , Ashu, 31.VII, 2009, 
Allotype ♂ , Paratype ♀ , 26. V, 2009, H. Watanabe（採
集 渡辺弘之）

昆虫
膜翅（ハチ）目
ハバチ科
クチナガハバチNipponorhynchus mirabilis Takeuchi, 
1941

 Holotype ♀ , Allotype ♂ , Paratypes1 ♀ , 1 ♂ , 

Ashiu, 21.IV.1940, K.Takeuchi（採集　竹内吉蔵）

鞘翅（コウチュウ）目
コメツキムシ科
アシウアカコメツキ Ampedus（Ampedus）ashiunis 
Kishii, 1976

 Holotype ♂ , Ashiu, 18-19.V. 1974, K. Mizuno（水野
弘造）; Allotype, ♀ , Ashiu, 27. V.1972, Paratypes, 2 ♂
♂ , 3 ♀♀ , Ashiu, V.-VI. 1974 & 1975, K. Mizuno（採
集　水野弘造）

タンバコクロコメツキ Ampedus（Ampedus）tamba 
Kishii, 1976

 Holotype ♂ , Ashiu, 18-19. V. 1974, K. Mizuno（採集
　水野弘造）; Allotype, ♀ , Ashiu, 18-19, V. 1974, K. 

Mizuno（採集　水野弘造）
ヒゲナガクロコメツキAmpedus（Ampedus）aureopilosus,
 Kishii 1988

 Holotype, ♂，Ashiu, 5-6. V. 1973, K. Mizuno（採集　
水野弘造）

ヌバタマクロコメツキ Ampedus（Ampedus）nubatama
 Kishii, 1988

 Paratypes 1 ♀ , Ashiu, 28. V.1978, K. Mizuno（採集
　水野弘造）

ミズノクロコメツキ Ampedus（Ampedus）mizunoanus 
Kishii, 1988

 Holotype, ♂ , Ashiu, 1-2. VI. 1974, K. Mizuno（採集
　水野弘造）

オトメアカコメツキ Ampedus（Ampedes）otome 
Kishii, 1992

 Paratypes ♂ , Ashiu, 27.V. 1973 K. Mizuno, ♀ , Ashiu, 

4.VII.1951, T. Kishii（採集　岸井　尚）
ベッピンアカコメツキ Ampedus（Ampedus）beppin 
Kishii, 1992

 Holotype♀ , Isotypes♀ Ashiu, 28. V. 1978, K. Mizuno

（採集　水野弘造）, Paratypes ♀ , Ashiu, 1-2.VI. 1974,  
K. Mizuno（採集　水野弘造）

オオアカアシアカコメツキ Ampedus（Ampedus）
ashiaka Kishii, 1998

 Holotype, ♂ Ashiu, 18.V. 1975, K. Mizuno（採集　水
野弘造）, Paratypes 1 ♀ , Ashiu, 4.VII.1951, T. Kishii, 

（採集　岸井尚） 1 ♀ Ashiu, 4.VI.1977, K.

 Mizuno（採集　水野弘造）; 28.V.1978, K. Mizuno（採
集　水野弘造）; 1 ♀，18.VI.1978,  K. Mizuno（採集
　水野弘造）

ホソアカツヤコメツキ Scutellathous sasajii Kishii, 
2001

 Paratypes1 ♂ , Ashiu, 11. VII. 1971, K. Tani（採集　
谷幸三）

スオウコガネホソコメツキ Sericus tanakai Kishii, 
2004

 Paratype 1 ♂ , Ashiu, 24.V. 2002, K. Mizuno（採集　
水野弘造）

フタキボシカネコメツキGambrinus kraatzi nihonicus 
Kishii, 1966

 Paratype 1 ♂ , Sasari pass, 13. V. 1962,  H. Nomura

（採集　野村英世）

ホソカタムシ科
オカダユミセスジホソカタムシ Lasconotus okadai 
Aoki, 2011

 Paratypes 2, Ashiu, 31.V. 2010, J.Aoki（採集　青木淳
一）

カミキリムシ科
フトキクスイモドキカミキリ　Asaperda silvicultrix 
Toyoshima & Iwata, 1990

 Paratype 1 ♀ Ashu 6.VII.1982, T. Sukenaga. 1 ♀ , 

Ashu 26.V. 1974, S. Tsuyuki . 

シラユキヒメハナカミキリ（ウスヨコモンヒメハナカミ
キリ） Pidonia（Cryptopidonia）dealbata Kuboki, 
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1981
 Paratype, 1 ♂ , 1 ♀ , Ashiu, 30.V. 1971, T. Mizunuma

（採集　水沼哲郎）, 1 ♂ 1 ♀ , Ashiu, 14.V.1971,  Y. 

Inatani, 1 ♀ , Ashiu, 21.V. 1972, T. Hatayama（採 集
　畑山武一郎）

ハナノミ科
ヒラサンヒメハナノミ Falsomordellistena hirasana 
Shiyake, 1996

 Paratype 1 ♀ , Ashu, 14.VII. 1970, T. Hatayama（採集
　畑山武一郎） 1 ♂ , 1 ♂ , Ashu, 16.VII.1992, S. 

Shiyake（採集　初宿成彦）

ベニボタル科
ツヤバネベニボタル Calochromus rubrovestitus 
Nakane & Ohbayashi, 1955

 Holotype ♂ , Allotype♀ , Ashiu, 4. VI. 1951, T. Kishii

（採集　岸井尚）

ホタル科
キンキスジグロボタル Pristolycus sagulatus adachii 
M.Satô, 1986

 Paratype 1 ♀ , Ashu, 8.VII. 1978, K. Masaki（採集　
正木清）

ジョウカイボン科
クビボソジョウカイの 1種 Podabrus shiraisawanus K. 
Takahashi & I. Kiriyama, 2000

 Paratype 1 ♂ Ashu, 4-5.V. 1987,  K. Haga（採集　芳
賀馨）

マツナガジョウカイ Lycopcerus matsunagai（Imasaka 
& Okushima, 2000）（=Athemus matsunagai）

 Paratype 1 ♀ , Ashiu, 6.VI. 1991, K. Masaki（採集　
正木清）

ツツキノコムシ科
ケナガツツキノコムシ Nipponocis longisetosus 
Nobuchi, 1955

 Paratype 1 ♂ , Ashu, 29.IV. 1952,  A. Nobuchi（採集
　野渕輝）

ケマダラナガツツキノコムシ Nipponocis magnus 
Nobuchi, 1955

 Cotypes 2 ♂♂ , Ashu, 10& 14.V.1951, A. Nobuchi, 1
♂ , 2 ♀♀ , Ashu, 6.VII. 1951, T.Kishii（採集　岸井尚）

アシュウナガツツキノコムシ（アシウナガツツキノコム

シ）Nipponocis ashuensis Nobuchi, 1959
 Cotypes 1 ♂ , Ashu, 12.V.1951, A. Nobuchi, 2 ♂♂ , 1
♀ , Ashu, 30.VI. & 4.VII.1951, T. Kishii（採集　岸井
　尚）

ハネカクシ科
Lordithon（Bolitobus）takashii Katayama & Ito, 2010
 Paratype 1 ♀ , Ashu, 6.VII, 1996, K.Masaki（採集　
正木清）

キクイムシ科
ア シ ュ ウ キ ク イ ム シ Trypodendron ashuensis 
Murayama, 1950 （=Xyloerus ashuensis）

 Syn types 2 ♂ 2 ♀ , Ashu, 23, V.1940, T. Takeuchi（採
集 竹内吉蔵）

アシュウザイノキクイムシ Xyleborus ashuensis 
Murayama, 1954

 Holotypes1 ♀ , Ashu 21.VI.1953, J. Murayama（採集
　村山醸造）

双翅（ハエ）目
ユスリカ科
ヤマヒメユスリカ Zavrelimyia monticola（Tokunaga, 
1937）（＝ Pentaneura monticola）

 Paratype ♂ , Ashiu, 10.V.1936, M. Tokunaga（採集　
徳永雅明）

クチキバエ科 

ケナガクチキバエClusiodes（Clusiodes）plumosus  
Sasakawa, 1964

 Holotype ♀ , Paratype ♀ , Ashiu, 7.VI.1964, M. 

Sasakawa（採集　笹川満廣） 

ヤマトクチキバエ Paraclusia japonica Sasakawa, 
1957

 Holotype ♂ , Ashiu, 6.V. 1952,  M.Sasakawa（採集　
笹川満廣）芦生で採集の幼虫・蛹から羽化

ハモグリバエ科
ツルリンドウハモグリバエ Chromatomyia crawfurdiae
（Sasakawa, 1954）（＝Napomyza crawfurdiae）

 Holotype♂ , Ashiu, 15.V.1952, Paratype♂ , Ashiu, 

16.V.1952, M. Sasakawa（採集　笹川満廣）
イヌツゲハモグリバエ　Phytomyza jucunda Frost & 
Sasakawa, 1954 

 Holotype ♂ , Allotype♀ , Ashiu, 6.V. 1952, Ashiu, 
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Paratype 1 ♂ , Ashiu, 6.V. 1952, 1 ♀ , Ashiu, 7.V.1952, 
M. Sasakawa（採集　笹川満廣）

タマバエ科
ブナホソトガリタマバエ　Phegomyia tokunagai 
Sasakawa et Koyama, 1953

 Syntypes 1 ♂ , 1 ♀ , Ashiu, 28.IV.-15.V.1951, 
M.Koyama芦生で虫えい採集羽化

ブナハスジトガリタマバエ　Mikiola bicornis Sato & 
Yukawa, 2008

 Holotype ♂ Asiu, 9.IX.2005, S. Sato，芦生で虫えい採
集，Para type 1 ♂ , Asiu, 9.IX. 2005 , S.Sato 

シマバエ科
Homoneura（Homoneura）hymenophallus Sasakawa 
et Ikeuchi, 1982

 Holotype ♂ , Ashiu, 5.VI.1977, O. Morihira, Paratypes 

2 ♂ , 1 ♀ , Ashiu，4-6.VI.1977, O.Morihara

ダニ目
ササラダニ亜目
アシウタマゴダニ（アシウツヤタマゴダニ）Liacarus 
latilamellatus Kaneko & Aoki, 1982

 Holotype, Ashiu, 19.VI.1981, N. Kaneko（採集 金子信
博）, 2 Paratypes, Ashiu,  1.V.1981& 28.VIII. 1981, N. 

Kaneo（採集　金子信博）
キレコミリキシダニ Ceratoppia incisa Kaneko ＆ Aoki, 
1982 

 Holotype, Ashiu, 9.VI.1982, 7 Paratypes, Ashiu, 

28.VIII.1981, 30.IX.1981, 24.IV.1982, 28.V.1982（2 
exs.）, 9.VI. 1982（2 exs.）, N. Kaneko（採集 金子信博）

まとめ

植物ではアシウスギ，アシウテンナンショウ，アシウ
アザミだけであろうが，キノコでは 1種，動物ではクモ
類 16 種，甲殻類 2種，昆虫類では膜翅（ハチ）目ハバ
チ科 1種，鞘翅（甲虫）目コメツキムシ科 11 種，ホソ
カタムシ科 1種，カミキリムシ科 2種，ハナノミ科 1種，
ベニボタル科1種，ホタル科1種，ジョウカイボン科2種，
ツツキノコムシ科 3種，ハネカクシ科 1種，キクイムシ
2種，双翅（ハエ）目ユスリカ科 1種，クチキバエ科 2種，
ハモグリバエ科 2種，タマバエ科 1種，シマバエ科 1種，
ダニ目 2種などがある．
ともかく，一地点で 58 種もの新種が記録されている

ところなどないであろう．京都大学付属研究林として研

究者によく利用・調査されたということとともに，豊か
な自然が残されていたということであろう．逆に，さら
にその価値が認められ，高められたといっていいであろ
う．しかし，これ以外にも，芦生から新種として記載さ
れたものがあるのではと思っている．遺漏があれば，ご
教示をお願いしたい．

謝辞

芦生からの新種記載論文の検索には下記の方々にご教
示をいただいた．厚くお礼申し上げる．石井　実（大阪
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ター）．
また，審査者からきわめて的確なコメントをいただき，

より利用しやすい資料になった．記してお礼申し上げる．

新種記載論文掲載誌（記載者名，記載誌）
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